
田舎につくる手集合プロジェクト
「オオクテ・ツクルテ」



オオクテ・ツクルテとは？

中山道４７番目の宿場町として古くから栄えた瑞
浪市大湫町の歴史ある財産を活用し、今後の町
の地域振興、活性化のために秋の大湫町を舞台
に、もの作りをする作家が集合して、展示販売、
飲食、ワークショップを行うイベントです。

準備から開催までを通して、来場者と作家、来場
者と町、作家同士、作家と町、など様々な出会い、
交流の場となれることを目的としています。



オオクテ・ツクルテ開催までの道のり

2011 国際陶磁器フェスティバルのボランティアで作家が集まる

2012 第１回おおくて廃校プロジェクト「２３の視点」

2013 第２回おおくて廃校プロジェクト「２８のかたち」

2014 第３回おおくて廃校プロジェクト「２０のてのひら」
耐震問題、急傾斜地の問題で旧大湫小学校が使用禁止となる

2015 第１回田舎につくる手集合プロジェクト「オオクテ・ツクルテ」

2016 第２回田舎につくる手集合プロジェクト「オオクテ・ツクルテ」

2017 第３回田舎につくる手集合プロジェクト「オオクテ・ツクルテ」

2018 第４回田舎につくる手集合プロジェクト「オオクテ・ツクルテ」 開催





広報活動の例
・新聞社（中日新聞、岐阜新聞、東濃新報）

・ラジオ（FMらら）

・雑誌（宝島社 田舎暮らしの本）

・瑞浪市報へ添付全戸配布（１万３０００部）

・市報への折り込みを含め３００００部のチ
ラシ配布

・岐阜県内の情報発信サイトclassca Gifu

への掲載

・オオクテ・ツクルテFBページ

・ブログ更新



さわやかな秋晴れの中



テントを設営



町内の方々に駐車場の案内を担当して頂き、募集した中京学院大
学のボランティアさんと共に活躍して頂きました！！







出展者も着々と準備を進め・・・





ワークショップも準備中・・！







さあ、お客さんを迎えます！



こんな作品やあんな作品



カタチも色も様々に



かわいいものから渋めのものまで



素材も色々



技法も色々



一人でのんびり回ったり大勢でわいわい回ったり



ワークショップや飲食も楽しむ姿が見られました



いつもは静かな町に



たくさんの人が行き交います











みなさん、よい作品、よい景色、よい人と出会えたでしょうか？





















昨年の新たな試み・企画

・日程を１１月に設定
町内行事と分けて開催

・スタンプラリーに加えてスタンプラリー大マップを開催
琵琶峠を含む約２時間のエントリー方式のコース 景品はオリジナル手ぬぐい
参加者６９名

・天野裕夫さんの作品展

・ジャズ喫茶EVANS開店
古民家でレコードとコーヒーを楽しむ

・大クテの市
コミュニティセンター内で骨董市

・ローガンズライブ（２回目）
フォークソングを中心に演奏



成果
来場者数は主催者発表で３０００人程度 昨年は2500人

スタンプラリーの実施により来場者に町内を歩いてもらうこと
ができ、名所を知ってもらえたり、大湫町の雰囲気を感じても
らう事ができた

準備の段階から関わる事で出展者と町内との交流を図る事
ができた

広報活動、交流を通して多くの方に大湫町を知ってもらうきっ
かけになる事ができた

交流を通して移住が決まった出展者がいる



スタンプラリー2018アンケート集計より







来場者感想

楽しかった
紅葉も綺麗で楽しかった 良い運動になった
スタンプラリー、バードウォッチングをしながら楽しんだ道案内板も分かりやすかった
駐車場の整理の仕方が今までで一番良かった
宿場町の散策が程よい距離でした
素朴な感じがとても良い次は出展したい
琵琶峠が大変だった にぎやかでよかった
音楽が響いていて今回は天気もよくgood
あゆがおいしかった
エバンスのコーヒーがおいしかった
いろんなクリエイターのお店があってよかった
スタッフのあたたかさが伝わる良いイベントとおもった 来年も是非来たい
スタンプラリーのコース分かれていてOKでした
初めて来ましたとても素敵な町並みで良かったです
地域の人の努力が感じられる

お店が少なくなった
食べ物がもう少しあると良い
喫煙場所の徹底をお願いしたい
スタンプを増やしたほうがいい
ゴミ箱もう少し大きくして下さい



オオクテ・ツクルテの目標

目的
第４回までの開催によって明らかになった課題を１つずつクリアして、
大湫町の今後の地域振興、活性化のために作家、大湫町双方に魅
力あるこの動きを未来に向けて発展させていく事を目的とします

目標
・来場者は３０００人、出展者は５０組程度を目指します

・スタンプラリーなどを通し、より多くの方に大湫町への興味感心を
持ってもらうきっかけとなること

・出展者と町民との交流の中で大湫町内への出入りを増やし、ひいて
は移住を考えられるような魅力発信の場となる

・売り上げが増える事、または次のステップに繋がるような出会いが
ある



今後の課題

・運営資金
１回２回・・・・瑞浪市市民活動補助金
３回 ・・・国際陶磁器フェスティバル共催
４回 ・・・とうしん地域振興協力基金

出展料の見直し

・ルーティーン化
毎年の開催を続けるなら実行委員会、町内への負担をいか
に軽減するか？
ツクルテサポーターズ ボランティア増員
日時と場所の固定化



田舎に作る手集合プロジェクト
オオクテ・ツクルテ

大湫町に作家という「作る手」が集合することでこれからの「大湫をつくる」
事ができたらと思いこの名前をつけました

秋の大湫町を舞台に来場者も出展者も町民も、人との出会いや作品との出会い、
宿場町との出会いを楽しんでもらえるイベントにしたいと思っています



大湫は本当に美しい所だと思います



子供達が大人になった時

この町がその先も続いて行くように

課題は尽きませんが

楽しんでオオクテ・ツクルテを続ける事が

大湫を守っていく事の一助になるのではないか

と、思っています



ご清聴ありがとうございました


